
（１）評価要領および評価表

本業務における特定テーマおよび技術提案書を特定するための評価表は以下のとおりとする。

評価は①～⑰の各項目毎に、A、A'、B、B'、Cの5段階とし、それぞれ次のように点数を計算して

100点満点（小数点第2位まで表示）で総合評価し、最高得点者を特定することを原則とする。

＜計算方法＞

A　の場合は、配点×５／５点　　　B　の場合は、配点×３／５点　　　C　の場合は０点

A’の場合は、配点×４／５点　　　B’の場合は、配点×２／５点
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過去10年間の規定業務の実績 5 A 5×5/5 5.0 ①

専任性（他業務との兼任状況） 5 B 5×3/5 3.0 ②

照査
技術者

過去10年間の規定業務の実績 5 5 A 5×5/5 5.0 5.0 ③

担当
技術者１

専任性（他業務との兼任状況） 5 5  A' 5×4/5 4.0 4.0 ④

担当
技術者2

専任性（他業務との兼任状況） 5 5 A 5×5/5 5.0 5.0 ⑤

業務の
理解度

目的、条件、内容の理解 5 5 A 5×5/5 5.0 5.0 ⑥

実施手順の妥当性 5 B 5×3/5 3.0 ⑦

業務量把握、人員配置の妥当性 5 A 5×5/5 5.0 ⑧

その他 重要事項の指摘 10 10 B 10×3/5 6.0 6.0 ⑨

課題の理解度 5 A 5×5/5 5.0 ⑩

キーワードの網羅 5 B' 5×2/5 2.0 ⑪

実現性
説得力、提案内容の裏付けがある
か

5 A 5×5/5 5.0 ⑫

独創性 独創的で高度な提案があるか 10 B 10×3/5 6.0 ⑬

課題の理解度 5 A 5×5/5 5.0 ⑭

キーワードの網羅 5 A 5×5/5 5.0 ⑮

実現性
説得力、提案内容の裏付けがある
か

5 A 5×5/5 5.0 ⑯

独創性 独創的で高度な提案があるか 10 B 10×3/5 6.0 ⑰

内容

　
　御堂筋の側道歩行者空間化整備にあたって、荷捌き車や一般車等が一時的に停車できる機能
を確保するため、沿道アクセススペース（荷捌きスペース）を設置計画している。
　また、沿道アクセススペースが適正に利用できるようカメラの設置や交通誘導員を配置し、管理
を行っている。
　昨年秋の社会実験ではカメラを高度化し、カメラ映像のクラウド化や人流把握などにも取り組
んでいる。
　今後、整備の進捗とともに、沿道アクセススペースの数(範囲)が増えることから、広範囲にわた
る適正な管理運用方法、交通誘導員の配置方法などが課題となっている。
　上記の課題を踏まえ、デジタル技術を活用した課題解決方法を挙げ、その検討プロセスについ
て述べてください。

内容

　御堂筋の空間再編事業を進めていくにあたって、周辺エリアの人流の回遊状況把握を行い、回
遊性向上に向けた官民連携した取り組みを行っている。
　上記の取組み内容を踏まえ、御堂筋空間再編事業の事業効果や回遊性向上について、デジタル
技術を活用した方法(見える化など)を挙げ、今後のエリア価値向上や回遊性向上に向けた検討プ
ロセスについて述べてください。
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